




Change of the Image for the Subject “Student Counseling”
 Before and After Attending the Lectures
関　口　洋　美
ABSTRACT
　The present research aimed to clarify the change of the participantsʼ images for 
the subject “Student Counseling” by attending the lecture. The researcher carried out 
questionnaire survey about participantʼs image for the student counseling before and after 
the lectures. In results, participants changed their image to the directions to be warmer and 
more positive. Furthermore, they changed the image to be positive not only for the student 
counseling but also for the instructor of the subject.











































































色 人数 色 人数
青 7 オレンジ 2
赤 6 グレー 2
黒 5 水色 2
白 5 青紫 1












オノマトペ 人数 オノマトペ 人数
ガミガミ 3 シュッ 1
カンカン 3 スサー 1
キビキビ 2 シャキッ 1
バシバシ 2 スパッスパッ 1
バタバタ 2 クルクル 1
ビシビシ 2 ドン 1
カキコカキコカク 1 トントン 1
ガチガチ 1 ザワザワ 1
カチッカチッ 1 ヌチャヌチャ 1
カチフワ 1 シャキシャキ 1
ガリガリ 1 バンバン 1
キチキチ 1 ピシッ 1
キツキツ 1 ビシバシ 1
キリキリ 1 メラメラ 1















































































色 人数 色 人数
青 7 紫 1
白 6 薄い青 1
黄 5 紺 1
オレンジ 4 緑 1
赤 3 虹色 1
黒 3 薄いピンク 1







オノマトペ 人数 オノマトペ 人数
ビシビシ 3 シンシン 1
コツコツ 2 スイスイ 1
ビシバシッ 2 スクスク 1
カツカツ 1 スサァー 1
カランコロンカランコロン 1 セカセカ 1
ガンガン 1 ドロドロ 1
ギシギシ 1 トントン 1
キチキチ 1 ネチネチ 1
キビキビ 1 パシパシ 1
キラキラ 1 バタバタ 1
キリッ 1 ピカピカ 1
グイグイ 1 ピシ 1
グチャグチャ 1 ビシッ 1
コトコト 1 フワフワ 1
シャキーン 1 ポワー 1
ジュワ 1 ホワッ 1
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　３つめの質問、③生徒指導する先生の印象は？の回答では、延べ29種類の印象が回答さ
れた。もっとも多かったのは事前調査同様“厳しい”であったが、５人に減少していた。“怖
い”も５人で“厳しい”と同数であった。続いて、“生徒おもい”（３人）、“大変”（２人）が
複数の回答があった印象であり、他は１人だけの回答であった（表９）。
表９：「生徒指導する先生の印象」（事後調査）結果
先　生　の　印　象 人数
厳しい 5
怖い 5
生徒おもい 3
大変 2
暖かい 1
頭使いそう 1
表では厳しく、裏では的確にアドバイス 1
かなり大変そう 1
きつめではあるがプライベートはやさしい 1
肝がどっしりとすわっている 1
苦労している 1
しっかりしている 1
情熱的 1
生徒に関心がある 1
そんなに悪くない 1
体格のいい男の先生 1
たくさん生徒のことを考えている 1
頼もしい 1
熱心 1
話を聞いてくれる 1
母親 1
真面目だけど楽しい人 1
導いてくれる 1
道を照らすような 1
みんなに気配りができる 1
優しい 1
優しく時に厳しい 1
優しさのこもったこわさ 1
冷静 1
「生徒指導」に対するイメージの変化
－ 41 －
　最後に、④生徒指導に対して今はどのように感じますか？の回答については、13人の学
生において印象が変わったという回答が得られた。いずれの回答においても、生徒指導の
重要性や難しさがわかったといった良い印象への変化であった。以下に印象に残る回答を
あげる（表10）。なお、事前調査の結果同様、ローデータの表現を一部修正して掲載する。
表10：「生徒指導に対して今はどのように感じるか」の回答例
例１：　「きびしく」というイメージから「柔軟に生徒に対応する」というイメージに
変わった。まだまだ先生になるには知識不足だと感じた。
例２：　前はただ生徒を怒鳴りつけているだけだという印象だったが、今は怒鳴ってい
るなかには生徒を想う優しさがあったのだと感じる。生徒指導の先生はいろいろなこと
を考えなきゃいけないのですごいと思った。
例３：　注意をするだけでなく、そこから生徒を救う、良い方向へ導くようなイメージ、
生徒のことをしっかり理解してあげることが重要だと思った。
例４：　生徒が将来社会人として社会に出ていくにあたって困らないために基本的な社
会性などを身に付けさせる指導だと思う。学校教育の中で最も大切な指導だと思う。
例５：　１人１人の良さをしっかりと見て、伸ばしてあげる（サポート）ところから教
師という立場よりも母親のように感じます。
　ただし、授業を受けて「生徒指導」に対する正しい理解はできたものの、過去の印象が
強すぎて印象がよくなることはなかったという回答もあった。その回答は以下のようなも
のであった。
『中学の時の本当に怖い生徒指導の先生を忘れることができず、授業を受けても怖いイ
メージはあまり変わらない。しかし、先生は生徒のためを思って指導してくれていたんだ
なと思った。』
考　　察
事前調査の結果から
　事前調査の結果を見ると、色のイメージは、寒色である水色、暖色である赤、無彩色で
ある白と黒と続いており、系統的な印象があるようには読み取れない。しかし、オノマト
ぺの結果と生徒指導する教員の印象の結果とを合わせてみてみると、“恐怖”の印象が強い
ことが考えられる。オノマトペでは、ガミガミ・バシバシ・ビシビシといった厳しさを連
想する語が多く見受けられた。また、生徒指導する教員の印象では、“厳しい”“怖い”“声
が大きい”など、叱られたもしくは怒られた状況を想起させる回答が多かった。これらの
傾向から、事前調査における青の印象は“冷たさ”から来るものであり、赤は叱責する教師
の姿の印象からの回答と思われる。また、白や黒といった無彩色は、色味を帯びず寒色以
上に冷たさや冷淡さを感じさせる。そのような印象が、白や黒という回答に結びついたも
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のと考えられる。
　次に、生徒指導の思い出に対する回答については、筆者の想像以上に本来の生徒指導と
異なっていた。もちろん、多岐にわたる生徒指導において、学生の記憶に残っているもの、
学生が生徒指導と認識していたものによる回答であるため、偏りがあることも否めない。
しかし、そのような状況を考慮しても驚かされる記述がいくつか見られた。特に、悪い思
い出に示した事例は、学校教育法で禁止されている体罰や、アカハラ、セクハラなどに値
するものもあった。本学学生の多くは高等学校を卒業してすぐに入学してくるため、この
記憶はかなり最近の物である。つまり、今現在もこのような生徒指導が行われている可能
性が高く、改善が強く望まれる事態である。
事後調査の結果から
　事後調査の色のイメージの結果を見ると、事前調査と同じく青が最も多く、次に白、黄、
オレンジ色、赤、黒と続いている。赤と黒が減少し、青・水色・薄い青・紺といった青系
の色をイメージした学生が11人となった。イメージがどのように変化したかを見てみると、
黒やグレーから青に変化した学生が３名、青から暖色に変化した学生が４人となった。黒
やグレーの冷たいイメージから、さわやかさや透明性のある青に変化したことは、イメー
ジが向上したものと考えられる。また、寒色から暖色に変化した結果は、冷たいイメージ
から暖かいイメージに変化した結果と考えられる。合わせて、生徒指導をオノマトぺで表
した結果を見てみると、ビシビシが最も多く、ビシバシッやギシギシ、ガンガンなどもあ
げられたが、事前調査には見られなかったフワフワやポワー、ホワッといったやわらかい
言葉が出現した。この変化は、生徒指導とは厳しく叱りつけるだけでなく、生徒の将来を
考え導いていくものであるという生徒指導への姿勢が伝わった結果だと考えられる。また、
生徒指導する先生の印象の結果では、「厳しい」と「怖い」が多いことは変化がなかった。
しかし、「生徒おもい」や「暖かい」「優しい」といった内容の回答が増えていた。また、
厳しくもあり優しくもあるといった、２面性を表す回答が増えた。さらに、「大変」、「苦
労している」といった教師の仕事の大変さを表す言葉も出現した。事後調査では、実際に
教師の立場になって考えた回答が増えたように感じた。
　最後に、生徒指導に対して今はどのように感じるかの回答については、受講学生の４割
は肯定的に変化していた。特に変化したという記述はなかった学生においても、生徒指導
の大切さや難しさの理解や、教師の大変さを記述する学生が目立った。このような回答が
多かったことは、生徒指導論の授業で伝えたかった内容を学生が理解してくれた結果だと
考えられ、授業担当者としては非常にうれしい結果であった。
最　後　に
　本調査の結果、生徒指導に対するイメージが授業受講後に変化した。このような結果は、
授業によって生徒指導に対する正しい理解がなされた結果だけでなく、学生の多くが教育
実習を経験したことにも影響されていると考えられる。理論として学ぶだけでなく、現場
で教師を体験することにより、授業内容がより深く理解され、このような結果を得ること
ができたのであろう。ただし、教育実習だけで「生徒指導」に対するイメージが変化する
「生徒指導」に対するイメージの変化
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のは難しいと思われる。授業により、生徒指導に対する観点が根付き、実習によって体感
したからこそ変化したのだと考えるべきである。だからこそ、大学で理論を学び、その理
解をもって教育実習によって現場に立つことが大切であると、改めて実感した結果であっ
た。
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